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飯
泉
淳
議
員
（
自
民
）　

昨
年
度
の

Ｔ
Ｘ
の
乗
車
人
数
は
一
日
当
た
り
平

均
二
十
七
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
単

年
度
黒
字
も
達
成
し
、
東
京
延
伸
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
東
京
延

伸
の
課
題
と
今
後
の
見
通
し
は
。

知
事　

延
伸
の
課
題
と
し
て
、
鉄
道

会
社
の
収
支
見
通
し
、
一
千
億
円
の

事
業
費
調
達
、
関
係
自
治
体
の
合
意

な
ど
が
あ
る
。
Ｔ
Ｘ
関
連
へ
の
更
な
る

投
資
に
つ
い
て
の
議
会
や
県
民
の
理

解
も
必
要
。
今
後
、
県
議
会
や
関
係

市
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

県
内
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
は
多
い
。
地
下
へ
の
不

法
投
棄
を
不
安
視
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
ま
た
、
廃
棄
物
が
残
っ
て
い
る

未
解
決
事
案
も
多
い
。
未
然
防
止
対

策
と
未
解
決
事
案
へ
の
対
応
は
。

生
活
環
境
部
長　

未
然
防
止
対
策
の

た
め
、
発
見
通
報
・
監
視
指
導
体
制

の
強
化
に
加
え
、
県
境
や
Ｉ
Ｃ
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
う
。
未
解
決

事
案
へ
は
、
市
町
村
や
警
察
と
連
携

し
、「
棄
て
得
を
許
さ
な
い
」
と
の
方

針
の
も
と
、
事
案
解
決
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
へ
の
対
応
、
つ
く
ば
南
部
地

域
の
基
盤
整
備
な
ど
も
質
問
）

一般質問（要旨）

利用者が増加している
つくばエクスプレス（TX）

※【フィルムコミッション】…ロケの撮影支援やロケの誘致などを行う窓口となる組織。ことば

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
東
京
延
伸
は

県
議
会
や
関
係
市
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く

大
高
伸
一
議
員
（
自
民
）　

若
い
上

月
副
知
事
、
女
性
初
の
山
口
副
知
事

に
は
、
新
た
な
視
点
と
手
腕
を
活
か

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
県
運

営
の
認
識
と
抱
負
を
伺
う
。

上
月
副
知
事　

国
や
他
県
で
の
勤

務
経
験
や
人
脈
な
ど
を
十
分
に
活

用
し
、
茨
城
の
発
展
の
た
め
情
熱
を

持
っ
て
知
事
を
全
力
で
補
佐
す
る
。

山
口
副
知
事　

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

茨
城
づ
く
り
の
た
め
何
事
に
も
積
極

果
敢
に
取
り
組
み
知
事
を
補
佐
し
て

い
く
。

議
員　

本
県
は
人
口
に
対
す
る
医
師

数
が
少
な
い
が
、
盤
石
な
医
療
体
制

構
築
の
た
め
の
医
師
確
保
対
策
は
。

病
院
事
業
管
理
者　

筑
波
大
学
か
ら

県
立
中
央
病
院
へ
の
医
師
派
遣
が
今

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
、
医

師
・
看
護
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
意
欲
）
向

上
と
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な

方
向
で
医
師
確
保
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

待
機
児
童
対
策
な
ど
も
質
問
）

子どもが健やかに育っていける
県づくりを

両
副
知
事
の

県
運
営
に
対
す
る
認
識
と
抱
負
は

県
発
展
の
た
め
全
力
で
知
事
を
補
佐
す
る

県立こども福祉医療センター

こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
は

総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断

田
村
け
い
子
議
員
（
公
明
）　

生
物

多
様
性
の
保
全
と
い
う
視
点
に
立

ち
、
里
山
保
全
の
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
、
関
係
各
課
の
連
携
に
よ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

知
事　

生
物
多
様
性
や
里
山
の
保
全

に
対
し
一
貫
し
た
総
合
的
な
対
応
が

重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
検
討
し
、
関
係
部
局
が

連
携
し
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
保
全
に
努

め
る
。

議
員　

う
つ
病
対
策
の
充
実
が
望
ま

れ
る
。
う
つ
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
推
進
及
び
認
知
行
動
療
法
の

普
及
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

県
広
報
誌
「
ひ
ば

り
」
へ
の
う
つ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
掲

載
や
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
研
修
を

実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
は
学
校
医

里
山
保
全
の
今
後
の
方
針
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
な
ど
を
検
討
し
、

全
庁
的
に
取
り
組
む

な
ど
教
育
関
係
者
へ
の
研
修
も
教
育

庁
と
連
携
し
て
行
い
た
い
。
認
知
行

動
療
法
の
専
門
家
養
成
の
た
め
国
主

催
研
修
会
へ
の
参
加
も
促
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
し
い
県
計
画
に
お
け

る
つ
く
ば
の
地
域
づ
く
り
の
方
向

性
、
発
達
障
が
い
児
・
者
に
対
す
る

支
援
策
な
ど
も
質
問
）

神
達
岳
志
議
員
（
自
民
）　

多
数
の

映
画
な
ど
の
ロ
ケ
地
と
い
う
本
県
の

地
域
資
源
を
活
か
す
た
め
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
※
を
交
流
人
口
の

増
加
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

話
題
性
の
あ
る
映
画
な

ど
の
ロ
ケ
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
Ｈ

Ｐ
で
ロ
ケ
地
と
周
辺
観
光
情
報
を
提

供
す
る
ほ
か
、
本
県
ロ
ケ
作
品
と
地

域
の
ロ
ケ
支
援
活
動
を
「
い
ば
ら
き

ロ
ケ
大
賞
」と
し
て
表
彰
す
る
な
ど
、

「
ロ
ケ
地
い
ば
ら
き
」
の
魅
力
を
全

国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

議
員　

思
い
や
り
や
郷
土
の
誇
り
を

早
期
か
ら
醸
成
す
る
た
め
、
小
中
高

等
学
校
で
人
間
性
や
規
範
意
識
、
郷

土
の
歴
史
を
学
ぶ
な
ど
公
共
心
を
醸

成
す
る
道
徳
教
育
が
大
切
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
づ

く
り
の
た
め
、
小
中
高
で
発
達
段
階

に
応
じ
た
道
徳
教
育
に
取
り
組
ん
で

ロ
ケ
地
を
活
用
し
た「
人
が
集
ま
る
茨
城
」づ
く
り
は

観
光
客
向
け
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ロ
ケ
地
と
周
辺
観
光
情
報
を
提
供

い
る
。
道
徳
の
時
間
や
地
域
で
の
体

験
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
地
域
や

社
会
の
た
め
に
貢
献
し
、
将
来
の
茨

城
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
自
然
博
物
館
と
水
海

道
あ
す
な
ろ
の
里
の
連
携
、
水
海
道

有
料
道
路
の
利
用
促
進
施
策
な
ど
も

質
問
）

数々の映画などの撮影が行わ
れている坂野家住宅（常総市）

高
橋
靖
議
員
（
自
民
）　

県
立
水
戸

養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
旧
水
戸
産
業

技
術
専
門
学
院
跡
地
で
の
建
て
替
え

な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
、
こ

ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

知
事　

未
だ
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な

い
が
、
要
望
も
踏
ま
え
、
検
討
委
員

会
の
委
員
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
利

用
者
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
、
よ
り

充
実
し
た
施
設
と
す
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
整
備
場
所
も
総
合
的
な
見
地

か
ら
判
断
し
て
い
く
。

議
員　

県
住
宅
供
給
公
社
の
破
産

後
、
県
は
百
合
が
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
環
境
共
生
地
区
や
、
水
戸
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
今
後
の
土
地
利
用
に
ど
う

係
わ
っ
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

環
境
共
生
地
区
内
の
公

園
が
今
後
も
良
好
な
環
境
を
保
て
る

よ
う
調
整
す
る
ほ
か
、
水
戸
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
住

環
境
の
保
全
と
地
域
と
の
共
存
が
見

込
め
る
場
合
は
、
見
直
し
に
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
・

商
店
街
振
興
策
、
若
者
の
雇
用
確
保

な
ど
も
質
問
）

里山の保全が重要


